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シ
ナ
リ
オ
）
は
と
く
に
興
味
深
い
。

　

二
〇
一
〇
年
の
一
五
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
総
数
は

六
、六
三
二
万
人
。
こ
の
う
ち
、
労
働
力
の
中
核
と
い
わ

れ
る
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
一
五
歳
以
上
六
五
歳
未
満

は
六
、〇
四
六
万
人
。
一
〇
年
後
の
二
〇
二
〇
年
の
生

産
年
齢
人
口
は
五
、五
七
〇
万
人
、
二
〇
三
〇
年
は
五
、

一
五
九
万
人
。
二
〇
一
〇
年
比
で
二
〇
二
〇
年
に
は
約

五
〇
〇
万
人
減
、
二
〇
三
〇
年
に
は
さ
ら
に
四
〇
〇
万

人
強
減
少
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
と
い
え
ば
東
京
五
輪
開
催
の
年
で
あ
る
。

日
本
全
体
の
労
働
力
が
五
〇
〇
万
人
減
少
す
る
な
か
で
、

建
設
業
界
は
、
東
京
五
輪
関
連
や
リ
ニ
ア
な
ど
大
規
模

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

現
在
の
労
働
力
全
体
に
占
め
る
建
設
業
就
業
者
の
割

合
は
九
％
程
度
だ
か
ら
、
単
純
計
算
で
需
要
が
増
加
す

る
な
か
で
四
五
万
人
の
労
働
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。「
下
落
し
て
い

た
労
務
単
価
は
回
復
し
た
」
と
い
う
指
摘
は
、
労
働
力

の
減
少
が
続
く
一
方
で
需
要
が
増
加
す
る
状
況
で
は
表

現
が
適
切
で
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
労
務
単
価
の
上
昇
は

続
く
と
い
っ
た
ほ
う
が
的
を
射
て
い
る
だ
ろ
う
。

　　

労
働
力
人
口
将
来
推
計
に
は
、
も
っ
と
深
刻
な
数
字

が
隠
さ
れ
て
い
る
。
大
卒
・
院
卒
者
に
あ
た
る
二
〇
〜

構
成
が
劇
的
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
国
土
交
通
省

や
建
設
業
界
が
大
き
な
課
題
と
し
て
あ
げ
る
「
担
い
手

不
足
」
問
題
が
、
そ
う
簡
単
に
は
解
決
で
き
そ
う
も
な

い
か
ら
だ
。

　

担
い
手
不
足
と
表
す
も
の
と
し
て
、
建
設
業
の
技
術

者
、
技
能
労
働
者
の
減
少
が
あ
る
。
デ
ー
タ
か
ら
は
、

技
術
者
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
二
〇
一
二
年
の
一
五
年
間
で

二
二
％
減
（
九
万
人
減
）、
技
能
労
働
者
も
同
じ
比
較
で

二
六
％
減
（
一
二
〇
万
人
減
）
の
数
字
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
就
業
者
の
高
齢
化
を
示
す
も
の
と
し
て
、
五
五

歳
以
上
の
就
業
者
が
占
め
る
割
合
が
全
体
の
約
三
割
な

の
に
対
し
、
二
九
歳
以
下
の
就
業
者
の
割
合
は
約
一
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
高
齢
化
と
次
世
代
へ
の

技
術
承
継
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
新
規
高
卒
者
の
入
職
（
技
能
労
働
者
）
が
ピ
ー
ク

時
か
ら
二
〇
一
二
年
の
一
五
年
間
で
五
七
％
減
の
一
・

五
万
人
、
新
規
大
卒
・
院
卒
者
等
の
入
職
（
技
術
者
）

も
同
様
に
四
七
％
減
の
一
・
九
万
人
と
い
う
実
態
も
、

現
場
を
支
え
る
担
い
手
不
足
を
懸
念
す
る
根
拠
に
な
っ

二
四
歳
の
二
〇
一
〇
年
の
労
働
者
は
四
五
二
万
人
。
こ

の
階
層
は
建
設
業
の
技
術
者
候
補
で
も
あ
る
。
こ
れ
が

二
〇
二
〇
年
に
は
四
八
万
人
減
の
四
〇
四
万
人
、

二
〇
三
〇
年
に
は
さ
ら
に
四
一
万
人
減
っ
て
三
六
三
万

人
に
な
る
。二
〇
一
〇
年
か
ら
わ
ず
か
二
〇
年
で
大
卒
・

院
卒
者
が
八
九
万
人
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇 

一
〇
年
比
で
の
減
少
率
は
二
〇
二
〇
年
が
一
〇
・
六
％
減
、

二
〇
三
〇
年
は
一
九
・
六
％
減
。
一
〇
年
ご
と
に
一
割

ず
つ
減
り
続
け
る
の
だ
。

　

こ
の
こ
と
は
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
一
つ
は
、
実

質
一
％
成
長
を
続
け
て
も
、
若
年
労
働
力
人
口
が
一
〇

年
ご
と
に
四
〇
万
〜
五
〇
万
人
単
位
で
減
少
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
建
設
業
界
だ
け
で
な
く
国
土
交
通
省
や
自

治
体
な
ど
発
注
官
庁
で
も
、
技
術
系
職
員
の
確
保
が
難

し
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
一
〇
年
単
位
で
継
続
的
、
安
定
的
に
技

術
者
を
確
保
し
て
い
こ
う
と
し
て
も
、
絶
対
数
が
減
少

す
る
の
だ
か
ら
、
で
き
な
い
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と

い
う
こ
と
だ
。

　

現
在
、
多
く
の
建
設
企
業
で
は
団
塊
世
代
と
そ
の
子

ど
も
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
階
層
が
突
出
し
て

多
く
、
そ
の
前
後
が
極
端
に
少
な
い
。
年
齢
階
層
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
是
正
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
今
後
、
若
年

労
働
力
そ
の
も
の
が
減
少
す
る
な
か
、
企
業
規
模
に
合

わ
せ
た
採
用
人
数
を
確
保
で
き
ず
、
社
員
数
そ
の
も
の

が
縮
小
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
政
府
や
政
治
は
、
人
口
減
少
に
よ
っ

て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
全
産
業
平
均
以
上
に
建
設
業
就
業
者
に

占
め
る
五
五
歳
以
上
の
就
労
者
の
比
率
が
増
え
る
一
方

で
、
若
年
者
の
入
職
者
数
が
急
速
に
低
下
し
始
め
た
の

は
二
〇
〇
一
年
の
小
泉
政
権
時
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以

降
、
五
五
歳
以
上
の
就
労
者
数
と
若
年
入
職
者
数
の
経

年
変
化
を
示
す
線
グ
ラ
フ
が
上
方
と
下
方
に
大
き
く
分

か
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況
は
ワ
ニ
の
口

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

担
い
手
不
足
が
今
後
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
る
こ
と
は

将
来
推
計
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
な
か
で
も
二
〇
一
二
年

に
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
公
表
し
た
「
二
〇
一 

二
年
労
働
力
需
給
の
推
計
」
は
衝
撃
的
だ
。

　

こ
の
な
か
で
、
一
五
歳
か
ら
五
歳
ご
と
の
年
齢
別
階

層
を
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
二
〇
年
、
二
〇
三
〇
年
の
そ

れ
ぞ
れ
に
推
計
し
た
部
分
（
実
質
一
％
成
長
で
労
働
市

場
に
一
定
の
参
入
が
進
む
こ
と
を
前
提
に
し
た
慎
重
Ｂ

て
縮
小
し
か
ね
な
い
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）で
は
な
く
、

海
外
で
の
稼
ぎ
を
加
算
す
る
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国
民
総
所
得
）

向
上
の
た
め
、
海
外
展
開
支
援
を
重
視
し
始
め
た
の
だ

ろ
う
。
同
時
に
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
生
産
性
向
上
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
の
は
確
実
だ
。

　

た
し
か
に
、
現
在
の
建
設
市
場
拡
大
に
と
も
な
う
技

能
労
働
者
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

技
能
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
技
術
者
確
保
の
ほ
う
が
人

材
確
保
競
争
に
発
注
官
庁
が
加
わ
る
分
、
厳
し
い
。
人

口
減
少
が
国
内
の
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
。
確
実
に
い
え
る
こ
と
は
、

過
去
の
よ
う
に
市
場
規
模
に
あ
わ
せ
て
弾
力
的
に
技
能

労
働
者
や
技
術
者
を
手
当
て
で
き
る
時
代
は
き
そ
う
も

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
産
業
の
魅
力
を
広
報
す
る
な
ど
地
道
な
活
動
が
重
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
担
い
手
確
保
の
問
題

は
、
入
札
・
契
約
制
度
の
改
善
や
賃
金
な
ど
待
遇
向
上

だ
け
で
は
解
決
し
な
い
局
面
に
ま
で
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
必
要
な
の
は
業
界
、
個
別
企
業
が
、
人
口
減

少
を
前
提
に
し
た
大
局
観
を
も
っ
た
「
厚
い
碁
」
を
意

識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
や
そ
う
し
た
時
代
を
迎
え
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
深
刻
な
人
口
減
少
が
今

後
、
日
本
に
危
機
的
状
況
を
も
た
ら
す
と
の
指
摘
も
多

い
。
し
か
し
、「
厚
い
碁
」
の
意
識
を
持
っ
た
連
携
的
施

策
と
業
界
・
個
社
の
努
力
に
よ
っ
て
、
日
本
と
建
設
業

界
の
「
未
来
」
は
変
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

「
厚
い
碁
」で
未
来
を
変
え
よ
う

H
itotsubu M

ugi 

麦 

一
粒

齢
化
と
聞
い
て
連
想
す
る
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

第
一
線
を
退
く
「
退
職
」
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。

そ
の
次
に
は
、
建
設
後
五
〇
年
を
経
過
し
て
劣
化
問
題

が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
「
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
」
が

頭
を
よ
ぎ
る
。
高
齢
化
、
老
朽
化
の「
化
」
は
、
も
の
ご

と
の
変
化
を
表
す
場
合
に
使
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
人
口
学
で
は「
高
齢
化
社
会
」と「
高
齢
社

会
」
は
意
味
が
異
な
る
ら
し
い
。
人
口
全
体
に
占
め
る

六
五
歳
以
上
の
割
合
が
七
％
を
超
え
る
と
「
高
齢
化
社

会
」
と
呼
び
、一
四
％
超
が
「
高
齢
社
会
」
と
な
る
。
日

本
の
場
合
、「
高
齢
化
社
会
」
に
入
っ
た
の
は
一
九
七
〇

年
、
一
九
九
四
年
に
は
「
高
齢
社
会
」
に
突
入
し
て
い

た
。「
化
」
が
つ
く
と
問
題
が
現
在
進
行
形
の
よ
う
に
み

え
て
、
深
刻
度
合
い
が
薄
ま
る
よ
う
な
気
に
も
な
る
が
、

人
口
学
的
に
い
え
ば
、日
本
の
人
口
も
イ
ン
フ
ラ
も
「
高

齢
化
」
で
は
な
く
、
す
で
に
れ
っ
き
と
し
た
「
高
齢
」

局
面
に
入
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、「
化
」
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
い
え
ば
、
急
激
な

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
突
入
に
よ
っ
て
、
日
本
の
人
口

高

東
京
五
輪
ま
で
に
労
働
力
は
約
五
〇
〇
万
人
減

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

 【 大海の一滴（ひとしずく）とは 】 修道女・マザーテレサの名言・格言のひとつ。
「私たちがやっていることは大海の一滴にすぎないことは、私たち自身感じています。
しかし、大海はその一滴分は少なくなっているのです」建設業界という広大な中にある非常に小さな存在（主張）のたとえ。

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
大
卒・院
卒
は

約
五
〇
万
人
減

新
連
載


